
 
 

12PA、40PA チューブは肉厚が薄く、分離後のサンプルを採取し易いというメリットから、プ

ラスミド DNA の超遠心精製に良く使用されます。しかし数十万×g での遠心のため、チューブ

キャップへの負荷が高くなり、総部品点数は 6点、締付け方法も非常に煩雑でした。 

 “もっと簡単に”の声に応え、【３&３】（部品点数 3点、3ステップ操作）の S-Cap を開発し

ました。この S-Cap を用いてプラスミド DNA の精製を行った結果についてご報告致します。 

 

 
 
 
イネ萎縮ウィルス(RDV)の分離 
 
 
 
 ナノオーダーの微粒子の分離には 100,000×g 以上の遠心加速度が可能な超遠心機が使用されま

す。粒子のペレッティングにはコニカルタイプのチューブが有効であり、小形超遠心機では弊社

“S55A2 形アングルロータ”にて 1.5ml マイクロチューブ（コニカル底）を 201,000×g で遠心分離するこ

とが可能です。 

 この度、1.5ml マイクロチューブ（コニカル底）が使用できる超遠心機用ロータ“P50A3”を開発しまし

た。これにより、この 1.5ml マイクロチューブを一度に 24 本、250,000×g で遠心することが可能となり

ました。またコニカル底に加え、チューブ穴角度がスイングロータに近いため、更にペレッティングに

有効な物となっています。ウィルス検査時の多検体処理に最適なロータです。 

 
 
 

イネ萎縮ウィルス(RDV)の分離 

遠心条件 

     遠心機： CP100WX 形分離用超遠心機 

     ロータ： P50A3 形アングルロータ（24 本架け） 

     遠心管： 専用 1.5ml マイクロチューブ 

     回転速度： 50,000rpm 

最大遠心加速度： 250,000xg 

     時間： 12 分 

     温度： 4℃ 

     加速/減速： 「９」/「７」 

 

イネ萎縮ウィルス（RDV）について 

イネ萎縮ウイルス（Rice Dwarf Virus：RDV）はイネの主要病原 

ウィルスの一種で、稲の害虫であるツマグロヨコバイを介して 

感染します。感染するとイネに斑紋が生じ背丈が伸びなくなり 

収量が激減します。直径約 70nm、分子量 7000 万ダルトンの 

球状ウイルスで、2 本鎖 RNA をゲノムとして持つレオウイルス 

科に属するものです。 
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分離用超遠心機 CP-WX シリーズ ／ P50A3 アングルロータ 

新型ﾛｰﾀによる 1.5ml ﾏｲｸﾛﾁｭｰﾌﾞを用いたウィルスの分離 

適用例 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項   目 P50A3 形アングルロータ S55A2 形アングルロータ 

適用遠心機 分離用超遠心機 CP-GX シリーズ 小形超遠心機 CS-GXⅡシリーズ 

最高回転速度 50,000 rpm 55,000 rpm 

最大遠心加速度 250,000 xg 201,000 xg 

チューブ本数 24 本 12 本 

チューブ穴角度 50 度 45 度 

チューブ実容量 1.3 ml 1.3 ml 

ロータ材質 アルミ合金 アルミ合金 

 
 

himac1.5ml ﾏｲｸﾛﾁｭｰﾌﾞ P50AT3 形アングルロータ 

装 置 


